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市民と市長の

‐市民生活/安全安心

対話集会
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そもそもなぜ、対話集会なのか

私たちの考えている施策

みなさまとの対話
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Why “Dialogue”

1
そもそもなぜ、対話集会なのか
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「対話集会」



対話を通じて 
芦屋の未来を 
一緒に創りたい
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つくりたいのは、 
要望の場ではなく 
対話の場
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Policy

2
私たちの考えている施策の一部ご紹介
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燃やすごみ処理の広域連携1
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10出典：株式会社E-konzal（2024）地域E-CO2ライブラリーVer5.1） 

芦屋市のエネルギー起源二酸化炭素排出量およびエネルギー消費量（2020年度）

芦屋市における二酸化炭素排出量の内訳[t-CO2]（2013年度⇨2020年度）
一般廃棄物によるCO2排出は、ほぼ減らず
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指定ごみ袋の導入後、 
1人1日あたりの 
家庭系ごみ排出量は 

 - . % 

そもそもごみの量を減らす
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ごみ処理の効率を上げる

既存施設を効率的に活用し、 
高効率なエネルギー回収を 

実現するため、 
神戸市との連携を協議中
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ゴミの出し方は今まで通りです

13

芦屋市・神戸市
連携案
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在宅避難のすすめ2



 芦屋市 2024
15

学校体育館への 
エアコン導入など 
可能な限り 

配慮はしますが、 
やはり避難所生活は 
ストレスがかかります

避難所の混雑が気になる方
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自宅の安全性が 
確保されていれば、 
住み慣れた自宅での 

避難生活も選択肢のひとつ
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☑自宅の安全性を確認しよう
☑まずは1か所片付けよう
☑水・食料を備蓄しよう
☑ライフライン停止へ備えよう

あなたの家は在宅避難できる？
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　部屋の中の物を減らす、散らかったら片付けるといった普段からの整理整頓が家の
中の安全性を高めます。けがの予防はもちろん、被災後の片付けの大変さも軽減して
くれます。また、家具類の転倒防止、ガラスの飛散防止などの安全対策をしましょう。

　最低でも３日分、できれば１週間分×家族の人数を備蓄しておきましょう。

　断水や停電によりトイレが使
用できなくなったときのために、
1日5回×1週間×家族の人数
を目安に、簡易トイレ（携帯トイ
レ）を用意しておきましょう。

　懐中電灯や乾電池を用意して
おきましょう。また、テレビからの
情報収集ができなくなります。停
電時でも情報を得られるように、
携帯ラジオやモバイルバッテリー
などを備蓄しておきましょう。

　カセットコンロやガスボンベを
備蓄しておきましょう。調理だけ
でなく、お湯を沸かすのにも利用
できるので、例えば、湯たんぽな
どを用いて、真冬は暖をとること
ができます。

　大規模災害が発生したときには、避難所に被災者が殺到し、混乱の発生が予想されます。ま
た、避難所生活ではプライバシーなどの確保が難しい場合があります。避難所生活のストレスを
考えると、自宅の安全性が確保されていれば、住み慣れた自宅で避難生活を続けることも選択
肢のひとつです。いざというとき、在宅避難を可能にするために、事前に準備しておきましょう。

在宅避難のススメ

自宅が安全か確認する

まずは1か所片付けよう

水・食料の備蓄

ライフライン停止への備え

在宅避難が
できるか
事前に確認

断水が発生 停電が発生 ガスも電気も止まった

まずは、自宅がある所に
色がついているかを
確認しましょう。

避難

P27-28「家の中の安全対策」参照

P29-30「備蓄を進めよう」参照

P29-30「備蓄を進めよう」参照

CheckCheck

●在宅避難を選択するには、自宅の安全性を
　確保することが前提です。

P25「住まいの安全対策」参照

CheckCheck

自宅は耐震化されている（地震の場合）

●災害の危険がある地域に自宅があるか
　防災情報マップを使って調べましょう。

CheckCheck

自宅に災害の危険がない

CheckCheck

家具・家電の転倒防止がされている（地震の場合）

CheckCheck

被災後、過ごす部屋を決めて片付けている

CheckCheck

水・食料の備蓄がある

CheckCheck

全てチェックがついた方は、在宅避難を検討してみましょう！

ライフライン停止への備えがある

　在宅避難の準備をしていても、被災状況によっては、自宅にとどまることが難しい場合があります。
在宅避難をするかどうか次のようなポイントを判断の基準にしましょう。

避難所を活用しよう

災害時のチェックポイント

雑菌が繁殖しやすいまな板を使わずに調理できます。
ピーラーとキッチンバサミ

・食器にラップをかぶせる　　　 ・ウェットティッシュでスプーンを拭く
・使い捨て手袋をして調理する　・フライパンにアルミホイルを敷く

水で洗えないときに次のような節水の工夫があります。

体を清潔に保つためにもドライシャワーやクレンジングシート、
赤ちゃん用のおしり拭きシートなどがあると便利です。

お風呂やシャワーの代わりに

カセットコンロでお湯を沸かすのにもポリ袋料理にも使えます。
鍋や深めのフライパン

①あると便利な調理道具①あると便利な調理道具①あると便利な調理道具

②節水のポイント②節水のポイント②節水のポイント

❶便器に便袋をセットします。
❷吸水凝固シートが別分けの
　場合はセットします。
❸使用後、脱臭剤をふりかけます。
❹口をしっかり結び、可燃ごみと
　して処理します。

※製造メーカーによって中身や使用法が異なります。

P35「避難所開設・運営」の避難者カード参照

　災害時は助け合いが大切です。在宅避難を選択している場合でも、自分や家族の安全を確保できたら、ご近所や
地域で助けが必要な場面では積極的に協力をしましょう。

被災時に活躍する道具被被災被災被災被災被災被被被被災被災被災被災被被災時に時に時に時にににに時にに活活活躍活躍活活活躍活活躍活活躍活躍するするするするするするするるするするするる道道道道具道具道具道具道具道道具道具道具被災時に活躍する道具

危険を見極めましょう危危危険危険危険危険危険危険危険危険危険危険危危険危 を見を見を見を見を見を見を見をを見を見を見極めめめめめめめめ極め極めめめめ極めましましましましましましましまましましましましましましょうょうょうょうょうょうょうょうょうょうょうょうょょょうょうょ危険を見極めましょう

③簡易トイレの使い方③簡易トイレの使い方③簡易トイレの使い方

ポイント

1
避難者カードを避難所へ
提出することで必要な支援を
受けられる場合があります。

ポイント

1

ポイント

3
避難所にはいろいろな人が集まっています。困ったことがあれば、
避難所運営者や行政職員等に相談しましょう。

ポイント

2
在宅避難では、支援物資や情報が
行き届かない場合があるので、積極的に
避難所とつながりを持つことが重要です。

自宅の家屋に被害はないか、倒壊のおそれはないか。
隣家の倒壊などで自宅に影響はないか。
火災・津波などの二次被害の心配はないか。

不安に感じたり、
危険と判断したら避難所など
安全な場所へ避難しましょう。

しよう

生活ができるか確認しましょう生活生生活生活生活生活生活生活生生活生活生活生活生活生生活がでががでがでがでがでがでがでがでででがでがでがでがでがでができきききるきるきるきるきるきるるきるきるか確か確か確か確か確か確か確かか確か確か確か確かか確認し認し認しししししし認し認し認しし認しし認しししましましましましましまししましましましましましましましましましましょうょうょうょうょうょうょうょうょうょうょうょうょうょょうょょ生活ができるか確認しましょうポイント

2

部屋、備蓄が問題なく使用できるか。
他人のサポートがなくても、暮らせそうか。

自宅での生活が
できなければ避難所など

安全な場所へ避難しましょう。
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Dialogue

3
みなさまとの対話
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つくりたいのは、 
要望の場ではなく 
対話の場
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お願いしたいこと

- 話は短めに！（話しすぎに注意しましょう） 
- 違ってて当たり前！（否定より提案を） 
- みんなで学び合う！（知らなくて当たり前） 
- 話をつなげる！（対話を楽しみましょう）


